　　　　　　　　　　　 消防計画　
　（目　的）
第１条　この消防計画は、　　　　　　　　　　　　　　における防火管理の徹底を期し、もって火災その他の災害による人的、物的被害を軽減することを目的とする。
　（点検検査）
第２条　火災予防上の自主検査、消防用設備等の点検は随時行うものとする。
　（改善措置並びに記録の保持）
第３条　前条に基づき点検をし、改善を要する事項を発見した者は、すみやかに防火管理者に報告するものとする。
２　防火管理者は、改善を要する事項について報告を受けた場合、主要事項については　　自ら改善に努めるか、又は担当係員に改善させるよう指示する。
３　点検結果及び改善事項については、その都度検査表及び維持台帳に記録し保存する。　（防ぎょ）
第４条　施設内外に火災発生又はその他の災害が発生した場合は、被害を最小限にとどめるため、別表に定める自衛消防組織の編成により担当任務の遂行にあたる。
　（訓　練）
第５条　防火管理者をはじめ従業員は、消火、通報、避難の訓練を定期的に実施して有事に備えるものとする。
　（消防機関との連絡等）
第６条　防火管理者は、火災予防及びその他の必要事項について消防機関と密接に連絡などして、防火管理の適正を期すよう努力するものとする。
　（震災の予防措置）
第７条　防火管理者は、地震などの非常災害に際して、この消防計画を準用し、その対策及び措置を講ずるものとする。

　付　則
この消防計画は、　　　　年　　月　　日より実施する。
　別　表
　　　　　　　　　自衛消防組織　
	管理権原者
（　　　　　　　）
防火管理者
（　　　　　　　）
	
	通　報　係（　　　　　）（　　　　　）
　　　　　（　　　　　）（　　　　　）

	
	
	

	
	
	消　火　係（　　　　　）（　　　　　）
          　（　　　　　）（　　　　　）
避難誘導係（　　　　　）（　　　　　）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	


                                            　　　　　 （　　　　　）（　　　　　）
